　

日本山岳会 アルパインスキークラブ

アルプス 山岳スキー行 2002


日　　程　2002年３月16日～３月24日､25日

参 加 者　リーダー：奥村　邦夫　サブリーダー：高尾　文雄　ドクター：田中　博之

　　　　  会　計：芝田　之克 　　記　録：木村　喜代志　　 装　備：加藤　正一　　

ガイド：Andi CHAPPELIER　    コーディネーター：佐々木　亜津美

（60代2名、40代4名、ガイド40代、コーディネーター20代）

旅行業者　現地：アルプス プランニング ジャポン

　　　　　国内：アトラストレック

　

予定日程

　 3/16　２組に分かれて成田出発　ジュネーブで落合いシャモニへ　（パークホテル泊）

　 3/17　マルティニ経由オリシエールのヘリポートへ　プチ・コンバ肩へフライト後山岳スキー　グラン･サンベルナール峠、アオスタ経由ヴァル･トアナンシェへ

（モンタナホテル泊）

3/18　イタリア側からモンテ・ローザ肩へフライト後山岳スキー（モンタナホテル泊）

3/19　オートルート中心地ピンダ・ローラへフライト後シャリオン小屋へ山岳スキー

（シャリオン小屋泊）

3/20　グラン・コンバン、モンブラン・シェイロンの峰々を眺めてから、氷河を横断しデュランの峠を越えてイタリア側へ　ヴァルペリーヌの村まで山岳スキー後クールメイユールへ移動　　　　　　　　　　　　　　　　　（クロウホテル泊）

3/21　ヴァル・グリザンシェのヘリポートへ　イタリアとフランス国境線上の峰々から山岳スキー後クールメイユールへ　　　　　　　　　　　（クロウホテル泊）

3/22　アントレーブよりロープウェイでトリノ小屋へ　ジュアン氷河上部を滑り、ヴァレブランシュからメイル・ド・グラスへ　雪の状態によってはシャモニまで山岳スキー　　　　　　                                　（パークホテル泊）                  

3/23　車か鉄道でジュネーブへ　オーストリア行奥村氏、ミラノ経由で帰国組（3名）とジュネーブ泊組（2名）に分かれる　　　　　　　　　 （モンタナホテル泊）　　

3/24　宿泊組の2名、午前と午後に別れてミラノ経由で帰国　　　　　　　（機中泊）

3/25　成田着

実行動日程

3/16　　　　フランクフルト経由とローマ経由組がジュネーブで落合い、深夜シャモニ着

     　　　　　　　　　　　　　　　　　（ノボテルホテル泊）　

3/17晴れ 07:40　迎えの車にてホテル発　途中、プラの教会でドリュとモンブランの展望を楽しむ　

08:20　フランス国境を越えスイスのマルティニへ（フリーパス以下同じ）　

09:00　オリシェールヘリポート着（1.100ｍ）　２班に分かれてプチ・コンバ

へフライト（3.672ｍ）　小さなコルを二つ（ｺｰﾊﾞｼｪｰﾙのｺﾙ、3.459ｍﾊﾟノｼｪｰﾙのｺﾙで昼食12:00～13:00）越え、ボウベ氷河（361ｺｰｽ）を滑る　2.500ｍ地点で休憩（13:50～14:10）　車道を滑りベルグサンピェール下の子供スキー場（1.600ｍ）まで滑る（15:00着）

迎えの車に乗りグラン・サンベルナール峠、アオスタ経由ヴァル・トアナンシェへ移動。

標高差　2.072ｍ　　モンタナホテル泊

3/18 晴れ 07:15　タクシーにてホテル発　07:25　チェルビニアのヘリポート着　２班に分かれてプラトージクナルクッペ（4.530ｍ―ｽｲｽ・ｲﾀﾘｱ国境、ﾏﾙｶﾘｰﾀ小屋前のﾌﾟﾗﾄｰ）へフライト

　 　09:15　滑降開始　マッターホルンとモンテローザを眺めながらグレン氷河とゴルナ氷河合流地点（3.750ｍ）で休憩（10:20~10:40）　モンテローザ小屋下（セラックス下）(2.700m)で休憩（11:40~12:45）　氷の回廊を通り、ワイヤーとロープがフィックスされたゴルナ氷河末端のゴルジュ（Vearrou）を下り、14:00フーリ着（1.800ｍ）

標高差　2.730ｍ　30ｋｍ

山小屋で間食後、14:40　2本のロープウェーを乗り継ぎ、トロッケナステック経由クライマッターホルン（3.886ｍ）へ上がり、テオデュールパス経由でイタリアに入り、スキーコース内外の深雪を滑りながらチェルビニアへ（2.006ｍ　15:50着）　　　　　　　標高差　1.880ｍ　20ｋｍ　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　計　4.610ｍ　50ｋｍ　　　　　

モンタナホテル泊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3/19雨、風雪と濃霧 10:00　荒天のため予定変更してチェルビニアスキー場で遊ぶ

ヴァルトナンシュ～チメブランシュ～デォディールパス（昼食）～チェルビニア                                        モンタナホテル泊

3/20 晴れ 07:30　天候回復　雪崩の危険があるため予定を変更し、車にてアオスタ経由でクールマイユールに移動し、クールマイユールスキー場で悪雪、湿雪を滑る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウォルサーホテル泊　

3/21 晴れ 08:00　迎えの車にてホテル発　08:45　ヴァル・グリザンシェヘリポート着（順番待ち）

09:20　2班に分かれてフライト　　09:35　ジアソン（3.204ｍ）着　　10:00　近くの頂きに登った後ジアソン氷河滑降　　10:40　グランサシェール登り口まで滑る（1.800ｍ）　　　　　　　　標高差　1.404ｍ
11:25　グランサシェール登り口からシャトーブランへフライト（3.408ｍ）　11:45　氷河からオーフュイリ川沿いに滑降（マッターホルン、モンテローザ、グランコンバンを望みながら）　13:35　滑降終了（1.650ｍ）　20分ほど林道を歩きパラマウントホテルで乾杯　14:25　車でホテルへ（着15:00）　

標高差　1.758ｍ　　合計　3.166ｍ　

ウォルサーホテル泊　

3/22 曇り08:30　ホテル発　タクシーにてモンブラントンネルを通り抜けシャモニーへ。シャモニーからブラン・ド・レギュイユ（2.310ｍ）でロープウェーを乗り継11:00エギゥイユ・デュ・ミディ（3.842ｍ）着　 アンザイレンで雪稜を下りスキーを履く　11:30　ヴァレンブランシュの上部からジュアン氷河上部、ヴァレンブランシュ下部に入りタキュル氷河を滑り、メール氷河のフランス側を滑降して、モンタンベール着13:50　登山電車でシャモニ着14:25　ホテル近くのレストランでムール貝を肴にビールで打ち上げ後ホテルへ（14:40～16:00）　　　　　　　　　　　 パークホテル泊　　　　　　

3/23　06:30　先発帰国組ジュネーブへ（機中泊で成田へ）　　

12:20　後発帰国組ジュネーブへ　　街散策　       　　　モンタナホテル泊

3/24　08:00と15:30(?)　チェツクアウトし空港へ（機中泊で成田へ）　

感　想

飛行機が混んでおり、二転三転しながら出国前々日の昼過ぎに決まる慌しさだった。　また、荒天のため予定変更(19,20両日)もあったが、何の混乱もなく行動とれたのは経験豊な奥村氏を中心に業者、ガイド並びにコーディネーターの連携による賜物。ただ感謝。

今年のヨーロッパは日本同様暖かく、街には全く雪がなく、スキー場でも雨、濡れ雪、地肌が顔を出している所もあり、冷え込めば最中雪。ヨーロッパまで来て悪雪、湿雪の練習でもないが、後半のスキーに役立ったことは確か。19日を除くと晴天続き、特に18日のモンテローザは、予報に反して晴天に恵まれ、個性豊な山々を十分に楽しむことができた。

味覚と幸福度、ワインとチーズの品定め、そして朝食は昼食兼用と、よく食べ、飲み、語り合い、毎日目一杯動きまわった。時にはガイドに対抗意識を燃やし、忘れかけていた「大和魂」までもが飛び出した。ドクターの心配りもあり高山病に悩まされることもなく、滑り過ぎによる張りを感じつつもケガなく日程を消化できた。

そして、来年度の計画を模索しながら、白いアルプスの峰々に見送られて帰国できたことを喜び合いたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2002/3/27　記録係）
ヨーロッパアルプススキー山行

高尾文雄

3月16日～24日まで日本山岳会のメンバー他と一緒にヨーロッパアルプスへ山スキーに行ってきました。今回はその報告をさせていただきます。　

　今回のヨーロッパアルプス山スキーはヘリ有効に使って、短期間で広範囲の山域の名　峰を頂上から滑りまくろうと言う趣旨で計画されました。その為ほとんど歩いて登るところはありませんでしたが、豪快なダウンヒルとすばらしい景色が楽しめました。

　メンバーは我ら6人（60歳台2名、40歳台4名）とガイド、コーディネーターが各一名。　

· 3月16日

成田からローマ経由でジュネーブに入り、車でシャモニーに深夜に着いた。ガイドのアンドレ、コーディネーターの佐々木嬢と簡単な打ち合わせを行った。

· 3月17日　晴　プチ・コンバン（３６７２ｍ）

　朝早くシャモニーを出て、チャーターした車でスイス側のヘリポートへ向かう。シャモニーは回りを鋭い岩峰が取り囲んだすばらしい町だ。モンブラン、ドリューなどの数々の名峰を見上げながら車を進めた。

　オリシェールの町外れの牧場がヘリポートに早や替わりした。爆音とともにヘリがどこからか現れた。二班に分かれて乗り込み、プチ・コンバンへ一飛び。回りの景色はすばらしい。グラン・コンバンを目の前に、モンブラン、グランド・ジョラス、マッターホルンなどの山々がきれいに見えた。

　頂上からのスキーはボウベ氷河を下った。雪はここしばらく降っておらず、気温も高いので悪雪となっていた。何とかこなして車道のある1600mまで滑ったが、初日でもあり大変疲れた。

　迎えの車でグラン･サンベルナール峠にある国境を越えてイタリアのヴァル・トアナンシェへ移動した。宿は歴史を感じさせる小さなモンタナホテルだった。

· 3月18日　晴　モンテローザ

　今回のスキー山行のハイライト、モンテローザを滑った。ホテルから車ですぐのチェルビニアのヘリポートから二班に分かれてヘリで飛んだ。モンテローザは山群と言われるように多数のピークを持つ大きな山だ。強風を避けるため山腹ギリギリを飛び、4530mの最高峰近くのコルに降りた。

時間切れで登頂はあきらめ、すぐに滑降開始。標高が高いだけあり雪が良い。周りをマッターホルン、ダン・ブランシェ、オーバガーベルホルン、チナルロトホルン、バイスホルン、テッシュホルン、ドームが囲んでいる。

標高差2000ｍ程滑り降りると今まであんなに広かった氷原が喉のように狭くなり、氷の回廊となってくねくね曲がっているところを滑り降りた。それを過ぎると氷河末端のゴルジュになってアイスフォールになっていた。ストックを投げ捨て、フィックス・ザイルにぶら下がってスキーを履いたまま下りた。

ツェルマットのスキー場に出て祝杯を挙げたあと、ロープウェーを使ってクライン･マッターホルン(3886m)に登り、テオデュール峠を経由してイタリア側のチェルビニアまで滑り降りた。

· 3月19日　雨のち雪　チェルビニアスキー場

視界がないまま終日チェルビニアのスキー場で新雪スキーを楽しんだ。

· 3月20日　晴　クールマイユールスキー場

　車でシャモニーのイタリア側のクールマイユールへ移動し、スキー場で足慣らし。周りの山々では雪崩が至る所で発生していた。気温が高く風も強い。昨日降った雪が悪雪に変わっていた。それでもゲレンデ外の新雪を見つけては滑り込んだ。

· 3月21日　晴　ヴァル・グリザンシェ

　クールマイユールからアオスタ方面に下って南に入るとヴァル・グリザンシェの谷がある。オリンピックで有名になったスキーリゾートのヴァル・ディゼールと隣り合わせの谷であるが、こちらはスキー場もなく、ひっそりとした山村があるだけだ。しかし、この谷はヘリスキーのメッカとなっていて何十本もルートがある。

　今回はここで一日に二本のへリスキーを行った。ジアソン(3204m)、シャトー・ブラン(3408m)の二つの山から麓まで標高差合計3200mを滑り降りた。山頂からはモンブランからマッターホルンまでの山々とイタリア側のグラン・パラディソの雄姿が望むことが出来た。スキーは新雪が残っていて快適ですばらしいものであった。

· 3月22日　曇　ヴァレー・ブランシェ

　昨晩は天気予報に反して、雷が鳴り雨も降った。朝から曇り空でイタリア側の方からトリノ小屋へ上がるロープウェーは動かない。タクシーでモンブラントンネルを抜けてシャモニーへ向かう。シャモニーからエギゥイユ・デュ・ミディに向かうロープウェーは動いていて、視界も少し開けてきたので、大勢の人たちに混じって上に上がった。

　ミディからアンザイレンして雪稜をくだり、広くなったところから滑降開始。

　周りの山々を見ながらパノラマスキーで今回のスキー山行を締めくくった。モンタンベールまで滑って、登山電車でシャモニーへ帰った。

　ホテル近くのレストランでムール貝を肴にビールで祝杯を挙げた。

　シャモニーでは最後の夜を登山用具の買い物ツアーに満喫した。

· 3月23日

　朝早くシャモニーを発ち、ジュネーブ、ミラノ経由で帰国。帰りはイースター休暇の関係で大変な混雑であった。

以上

